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まえがき 
 

本書は、アジア経済研究所において 2013 年度から 2 年間の予定で実施されている「貿

易指数データベースの作成と分析―東アジア地域を中心として―」研究会の 1 年目の成果

（中間報告書）である。 

近年、自由貿易協定や多国籍企業による直接投資を通じた国際分業の進展により、世界

の貿易は急速に拡大しつつある。なかでも、東アジア地域における貿易の拡大は著しい。

このような貿易の拡大を通じた各国間の相互依存構造の状況およびその変化や、その背後

にある国際分業の進展（の度合い）などを定量的に把握することは、現在の世界経済の構

造、とりわけ東アジア地域の経済構造を理解する上で重要であると考えられる。 

貿易を通じた各国の経済構造を把握するための指標として、競争力指数や分業度指数な

ど、主として貿易統計を利用した指標が考案され、計測・分析が行われてきた。しかしな

がら、これら貿易指数の計測は、研究者や政府機関、国際機関がそれぞれの分析目的に応

じて、また、利用可能なデータの制約や技術的な課題もあり、極めて限られた国・地域や

産業および対象期間についてのみ行われてきた場合が多く、データベースとして汎用性の

ある貿易指数の作成が行われてきたとは言い難い。 

このような背景から、本研究会では、貿易の拡大著しい東アジアを中心とする国・地域

について、貿易指数を比較可能な形でデータベースとして整備するとともに、それら指数

を用いて分析を行い、東アジア諸国間の相互依存構造を明らかにすることを目的としてい

る。本研究会の成果は、貿易指数を用いた分析のための基礎資料を提供するものとして、

一定の役割を果たすことができると考える。1 年目である本年度は、東アジアを中心とす

る約 30 カ国・地域について貿易統計を整理・加工して代表的な貿易指数を作成するととも

に、それらを用いた基本的な分析や指数の特徴について検討を行った。また、東アジアに

おける貿易構造変化の背景の質的な分析やアジア国際産業連関表を利用した東アジア諸国

の分業構造の分析も行っている。これらは、貿易指数のみを用いた分析を補完するものと

して、東アジア地域の相互依存構造の一層の理解に資するものと思われる。 

2 年目となる 2014 年度は、引き続き貿易統計の収集・加工を行って貿易指数の補完・整

備を行うとともに、より詳細な分析も行っていく予定である。 
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